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【手続補正書】
【提出日】平成29年3月2日(2017.3.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ヒト個体の充実性腫瘍の処置における使用のための医薬組成物であって、該医薬組成物
がタキサンおよびアルブミンを含むナノ粒子を含み、該個体が約２１歳以下である、医薬
組成物。
【請求項２】
　前記個体が約１８歳以下である、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項３】
　前記充実性腫瘍が、腹部腫瘍、軟部組織腫瘍、骨腫瘍、または眼腫瘍である、請求項１
または２に記載の医薬組成物。
【請求項４】
　前記充実性腫瘍が軟部組織肉腫である、請求項１から３のいずれか一項に記載の医薬組
成物。
【請求項５】
　前記充実性腫瘍が横紋筋肉腫である、請求項１から４のいずれか一項に記載の医薬組成
物。
【請求項６】
　前記充実性腫瘍が神経芽細胞腫である、請求項１または請求項２に記載の医薬組成物。
【請求項７】
　前記個体が前処置を受けている、請求項１から６のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項８】
　前記個体が、前記前処置に対して耐性または治療抵抗性である、請求項７に記載の医薬
組成物。
【請求項９】
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　前記個体が、前記前処置で進行している、請求項７に記載の医薬組成物。
【請求項１０】
　前記個体が、再発性充実性腫瘍を有する、請求項７に記載の医薬組成物。
【請求項１１】
　前記前処置が、タキサンに基づく療法である、請求項７から１０のいずれか一項に記載
の医薬組成物。
【請求項１２】
　前記医薬組成物が、非経口的に投与される、請求項１から１１のいずれか一項に記載の
医薬組成物。
【請求項１３】
　前記医薬組成物が、静脈内に投与される、請求項１２に記載の医薬組成物。
【請求項１４】
　前記タキサンがパクリタキセルである、請求項１から１３のいずれか一項に記載の医薬
組成物。
【請求項１５】
　前記組成物中の前記ナノ粒子が、約２００ｎｍ以下の平均直径を有する、請求項１から
１４のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項１６】
　前記ナノ粒子中の前記タキサンがアルブミンで被覆されている、請求項１から１５のい
ずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項１７】
　前記組成物中のアルブミンとタキサンとの重量比が、９：１またはそれ未満である、請
求項１から１６のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項１８】
　前記ナノ粒子組成物が、約１００ｍｇ／ｍ２から約３００ｍｇ／ｍ２で投与される、請
求項１から１６のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項１９】
　前記ヒト個体が、約６カ月から約５歳である、請求項１から１８のいずれか一項に記載
の医薬組成物。
【請求項２０】
　前記ヒト個体が、約５歳から約９歳である、請求項１から１８のいずれか一項に記載の
医薬組成物。
【請求項２１】
　前記ヒト個体が、約１０から約１５歳である、請求項１から１８のいずれか一項に記載
の医薬組成物。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　本発明のこれらおよびその他の態様および利点は、後続の詳細な説明および添付される
特許請求の範囲から明らかにされよう。本明細書に記載される様々な実施形態の性質の１
つ、いくつか、または全ては、本発明のその他の実施形態が形成されるように組み合わせ
てもよいことを理解されたい。
　本発明の実施形態において、例えば以下の項目が提供される。
（項目１）
　ヒト個体の充実性腫瘍を処置する方法であって、該個体に、タキサンおよびアルブミン
を含むナノ粒子を含む組成物の有効量を投与するステップを含み、該個体が約２１歳以下
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である方法。
（項目２）
　前記個体が約１８歳以下である、項目１に記載の方法。
（項目３）
　前記充実性腫瘍が、腹部腫瘍、軟部組織腫瘍、骨腫瘍、または眼腫瘍である、項目１ま
たは２に記載の方法。
（項目４）
　前記充実性腫瘍が軟部組織肉腫である、項目３に記載の方法。
（項目５）
　前記充実性腫瘍が横紋筋肉腫である、項目４に記載の方法。
（項目６）
　前記充実性腫瘍が神経芽細胞腫である、項目１または項目２に記載の方法。
（項目７）
　前記個体が前処置を受けている、項目１から６のいずれか一項に記載の方法。
（項目８）
　前記個体が、前記前処置に対して耐性または治療抵抗性である、項目７に記載の方法。
（項目９）
　前記個体が、前記前処置で進行している、項目７に記載の方法。
（項目１０）
　前記個体が、再発性充実性腫瘍を有する、項目７に記載の方法。
（項目１１）
　前記前処置が、タキサンに基づく療法である、項目７から１０のいずれか一項に記載の
方法。
（項目１２）
　タキサンおよびアルブミンを含むナノ粒子を含む前記組成物が、非経口的に投与される
、項目１から１１のいずれか一項に記載の方法。
（項目１３）
　タキサンおよびアルブミンを含むナノ粒子を含む前記組成物が、静脈内に投与される、
項目１２に記載の方法。
（項目１４）
　前記タキサンがパクリタキセルである、項目１から１３のいずれか一項に記載の方法。
（項目１５）
　前記組成物中の前記ナノ粒子が、約２００ｎｍ以下の平均直径を有する、項目１から１
４のいずれか一項に記載の方法。
（項目１６）
　前記ナノ粒子中の前記タキサンがアルブミンで被覆されている、項目１から１５のいず
れか一項に記載の方法。
（項目１７）
　前記組成物中のアルブミンとタキサンとの重量比が、９：１またはそれ未満である、項
目１から１６のいずれか一項に記載の方法。
（項目１８）
　前記ナノ粒子組成物が、約１００ｍｇ／ｍ２から約３００ｍｇ／ｍ２で投与される、項
目１から１６のいずれか一項に記載の方法。
（項目１９）
　前記ヒト個体が、約６カ月から約５歳である、項目１から１８のいずれか一項に記載の
方法。
（項目２０）
　前記ヒト個体が、約５歳から約９歳である、項目１から１８のいずれか一項に記載の方
法。
（項目２１）
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　前記ヒト個体が、約１０から約１５歳である、項目１から１８のいずれか一項に記載の
方法。
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